
  
『こういう見落としは人間なら誰でもするものだ。だがそれに気づき訂正する人間が最も偉大だ』 

Such slips are common to all mortals, and the greatest is he who can  

recognize and repair them. ( コナン・ドイル /イギリスの作家 1859-1930）  

（角川文庫『シャーロック・ホームズ最後の挨拶』所収「レディ・フランシス・ 

カーファックスの失踪」より） 

 

 

 

 

☆彡夏休みにゆるんだ頭を  

ちょっと体操させてみませんか☆彡 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市立旭中学校 

令和６年 9月号 

 図図書書館館だだよよりり 

「No longer human」 

  

   
＊「この本を書いた作家の本」を 1冊

探しカウンターで見せましょう！ 

 

「吾輩は猫である」 

☆作品名を英語に訳してください！ 

夏目漱石のよく知られた作品ですね。 

答えはカウンターで司書に教えて下さい。 

 

どちらか１問だけでもＯＫ！学校図書館で司書に答えを言うと，特製しおりか 

貸出１冊プラス券がもらえます。ヒントが欲しい人もカウンターへどうぞ！！ 

＜チャレンジ問題！＞『I want to eat your pancreas』日本語タイトルは？ 

 

 

学校図書館より 

みなさんへの 

出題です！ 

＜9月のチャレンジ＞ 

「手描き POP・オリジナルしおりを作ってみよう！！」 

夏休みに読んで印象に残った本をぜひ紹介してください！その本で手描き

POPやオリジナルしおりを作ってみませんか？ 

用紙は学校図書館に用意しています。図書委員に作成希望と伝えてもらえれば、

用紙をクラスまで運んでもらうこともできます。 

特製しおりプレゼントつきです！！ぜひチャレンジしてみてください！ 

☆有名な「日本の文豪作品」の英語版 

タイトルです。 

学校図書館ＰＯＰコン

テストは１１月まで 

応募できます！ 

 



 

『名月を 取ってくれろと 泣く子かな』（小林一茶） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『山月記」』中島敦 著 立東舎 

人はいかなる時に，人を捨て 

獣になってしまうのか。 

中国の古典に着想を得て， 

人間の心の奥を描き出した 

「山月記」。日本文学上，屈指の名文としても

知られています。三十三歳の若さで亡くなるま

で，わずか二編の中編と十数編の短編しか残せ

なかった著者の，人生を凝縮させたような 

緊張感をぜひ味わってみてください。 

を味わえます。 

月の光を浴びながら…“月の本＆空の本” 

『月の立つ林で』 

青山美智子 著  ポプラ社 

ポッドキャスト『ツキない話』が、さえ

ない日常に少しのきっかけをくれる…。

人の繋がりは満ち欠けの繰り返し。作者

の最後の仕掛けには驚きと共に胸が温め

られます。「次もこの人の本が読んでみた

い！」とよく言われます。おすすめ！ 

 

最後に仕掛けられた驚きの事実と 

読後に気づく見えない繋がりが胸を打つ、 

心震える傑作小説。 

『世界でいちばん素敵な月の教室』 

浦智史 著  三才ブックス 

「月はいつからある」？「月までの距離

はどれくらい」?「なんでお月見は秋」? 

`地球に一番近いお隣さんの星，月につい

て基本的な質問に答える「お月様が身近

になる本」です。 

月は地球にいちばん近い星。 

そんなお隣さんの星を知ることが、夜空

や宇宙に興味を持つきっかけになれば幸

いです。 

旭地域のおすすめ☆ 

☆９月の学校図書館展示コーナーは☆ 

① いじめ絶対ダメ！  

みんなで自分事として考えよう 

② 心も歌声もひとつに！ 

合唱コンクール・文化祭・音楽特集 

③ Ｒ６先生生おすすめの本コーナー 

（図書館特設コーナー・図書館前廊下の書架） 

 ☆ 『表紙イラスト応募作品』も全部掲示します。 

ぜひ見に来てくださいね。今年も素敵です！ 

『中学校の授業でネット中傷を考えた 指先ひとつ

で加害者にならないために』宇多川 はるか 講談社 

スポーツ競技の祭典を楽しみ,たくさんの選手から感動

をもらえたパリ五輪でしたが,残念なことにネット中傷

についても多くの記事が見られました。ネット上の誹謗

中傷は人を傷つけ,ときには死に至らしめるとわかって

いるのになぜなくせないのでしょう？中学 2 年の生徒

たちがこの問題について議論を始めます。知識だけの

「やってはいけない」をより「自分ごと」に。お腹のな

かからそう思えるよう,ぜひ読んでほしい 1冊です。 佐藤香代ほか著  

子どもの未来社 

渡瀬 昌治著  

メイツ出版 

佐藤 いつ子著  

KADOKAWA 


